【総合工事業】


職種：建設生産管理　　職務：建設生産システム管理
【概要】
作業所目標が達成できるよう作業所運営に対し必要な業務支援や仕組みづくりを行い、建設業法や建築基準法などの法令遵守を含め現場生産活動に対する適切な実行を管理する職務。JV運営や部門構成員や協力業者の教育、技術力の管理を行う職務。

顧客の要求する構造物の適切性を確認･評価し、公的な許可を受け品質をつくりあげる支援を行う仕事。

【仕事の内容】

　　　　作業所目標が達成できるように、業務の支援やJV運営、協力業者の指導、技術の管理など建設生産システム全般を管理・運営する仕事。

業務支援では、作業所組織及び構成員の能力を判断した上で定められた業務水準を達成できるように支援ニーズを把握し、必要な支援を行なう。

JV運営では、ＪＶの運営形態を理解し、着工準備から竣工・引渡・精算までを運営する。協力業者指導では、協力業者の能力開発のニーズを把握し計画的に教育を行い能力を

向上させる。

技術管理では、有望な施工技術の開発をしたり、自社に取り入れたりし、施工技術を管

理し建設現場に適用する。

監理では、建築物や構造物等の施工にあたり、設定された性能や性質が確保されるように、事前にあるいは施工中に施工方法や材料等の適切性を判断したり、出来形となったものがその基準や目標となる範囲の中にあることを検査し的確化する仕事である。

【求められる知識・経験】

１）総合工事業「建設生産システム管理」の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はないが、建設物に対する総合的な知識が必要なので、建設関連の学科を修了していることが望ましい。

２）建設生産システムを統括管理する能力が必要であり、構築物の品質を確保する知識や建設業法などからによる職務遂行のガイドラインの知識や業務支援、JV運営、協力業者指導、技術管理を行う能力とともに、部門内での情報収集力や指導力などの対人的能力も重要である。

３）これからの総合工事業の建設生産システム管理では、現状の経営資源の活用だけではなく、新たな経営資源の創出や教育を行う能力や社外との連携において経営資源の増大・質の向上を図る能力が期待されている。

【関連する資格・検定等】

国土交通省が要件とするあるいは推奨している資格

(建設業振興基金、全国建設研修センター、日本技術士会、建築技術教育普及センター)

・一級建築施工管理技士　　　　　　　　　　　・技術士

・一級土木施工管理技士　　　　　　　　　　　・一級建築士

・一級電気施工管理技士　　　　　　　　　　　・建築設備士

・一級管工事施工管理技士　　　　　　　　　　・一級造園施工管理技士　　　　　　　　　等

【労働省職業分類（小分類）との対応】

０５建築・土木・測量技術者　　０５１建築技術者　０５２土木技術者　０５３測量技術者

　　２３会社・団体の管理職員　　２３１会社の管理職員


